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　社会状況の変化を踏まえ、今後の荒川区の生涯学習のあり方や施策の方向性を明らかにするた
め、新たな生涯学習推進計画を策定し、これに基づき、学習する機会や場の提供、指導者の育成な
ど、事業内容を工夫すると共に、今後ますます増える学習需要に応えるための生涯学習の基盤整備
に努めていく。
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16年度 17年度 18年度 19年度

　区民の自主的な生涯学習を支援するために、学習する機会や場の
提供、指導者の育成など、区が基盤整備に努めることは極めて大切
であり、施策の優先度は高い。
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清里高原ロッジ・少年自
然の家利用者数
町屋文化センター利用者
数
生涯学習センター利用者
数

社会教育関係団体登録数

200,000

130,000

指標に関する説明

  区民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたっ
て、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことの
できる社会の実現を目的とする。

　国際化、情報化、科学技術の急速な発展や高齢化の進展、また２００７年からの団塊世代の一斉
退職など、社会が激しく変化している。このような状況に対応するため、生涯学習推進計画を策定
し、これに基づき区民が自由に学習機会を選択して学ぶことができるよう、区民ニーズに合わせた
事業を開催するなど工夫する必要がある。

　新たな生涯学習推進計画に基づき、団塊世代を中心とした区民が、知識や経験を生かし地域で活
用できるよう学習の場や情報交換の場の提供、仕組みづくりに向けて、地域支援活性化支援構想を
作成し、生涯学習の基盤整備に努めていく。

施策の成果とする指標名
指標の推移

目標値
(28年度)

12,000

内線
教育委員会事務局社会教育課
阿部忠資 3350

施策名
部課名
課長名

施策No生涯学習活動の支援 04-12

行政評価
事業体系

分野 子育て教育都市[Ⅱ]

政策 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成[04]
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B B
子どもの体験活動を支えている団
体であり、優先度が高い。

人権教育推進費 12-04-23 29 10 C C
区民の人権意識の啓発のため、継
続して実施する。

少年団体指導者連絡会補
助

12-04-22 257 257

B B
青少年の健全育成・生涯教育の振興を
図るために、区民の協力を得る事業と
して、優先度が高い。

清里高原ロッジ・少年自
然の家管理運営費

12-04-27 62,715 42,885 C C
区民の健康増進と福祉の増進、児童生
徒の体験活動の場を提供するため、必
要である。

社会教育サポーター 12-04-24 80 122

B B
地域活動や社会教育の発展に寄与
している。

青年団体連合会補助 12-04-21 257 142 B B
地域活動や社会教育の発展に寄与
している。

女性団体補助 12-04-20 600 600

合　計

3,153 B B

12-04-28 51,358 40,934 C C

文化講座補助

12-04-14 355 351 C

12-04-15 810 740 C

12-04-12 1,932 2,746 C

12-04-13 － － C

950 950 C

C

0 0 C

12-04-10 1,459 1,609 B

23 29 C C

12-04-07 4,963 5,322 C

事務事業
No

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

18年度

青年たちの交流の場として、継続
して実施する。

青年団体の資質向上を図るため、
継続して実施する。

在住在勤の心身障がい者の自主性・協
調性を養うために優先度が高い

分類についての説明・意見等

児童・生徒及び区民の文化活動・ス
ポーツ活動等を表彰する場として必要
である。

青少年の健全育成のために、寄与
している。

17年度

優良青少年団体・個人表
彰

12-04-16 5,741 5,633

12-04-17 － －さくらそう展示会

小中学校の公開講座

青少年吹奏楽コンサート

荒川区文化祭

文化団体連盟補助

生涯学習センター管理運
営費

町屋文化センター管理運
営費

施策を構成する事務事業の分類

青少年委員事務費

教育褒章費

伝統文化こども教室

成人の日のつどい

事務事業名
決算額（千円）

青年団体リーダー研修会

あらかわ青年大会

心身障害者青年教室「さ
くら教室」

12-04-08

12-04-09

12-04-11

B12-01-03 271 360 B

12-04-18 1,980

12-04-19 3,153

1,980 B

C

C

C

C

C

C C

青少年の健全育成のために、寄与
している。

成人を祝う事業として継続して実
施する。

日本の伝統を子どもたちに伝えて
いくため今後も継続する。

B

B

C

青少年の音楽活動の成果を発表する場
として、継続して実施する。

区民の身近な場で多様な学習機会を提
供するために継続して実施する。

201,276 173,719

56,142 C12-04-29 64,343
生涯学習の場を提供する社会教育施設
として運営するために必要である。C

生涯学習の場を提供する社会教育施設
として運営するために必要である。

区民の文化向上のために寄与し、
優先度が高い。

区民の文化向上のために寄与し、
優先度が高い。

B

B

区民の文化向上のために寄与し、
優先度が高い。

荒川区の由緒ある花の理解と普及
を図るため、継続して実施する。

12-04-25

12-04-26

団塊パワー地域活性化事
業

(仮称）吉村昭記念文学館
関連事業

団塊世代が、地域で活躍するための方
策を検討するなど、検討が急がれるた
め、優先度が高い。

－ 9,754 － A
吉村氏の旧蔵資料の寄託を受け、調査
を行っているところであり、早急に進
める必要がある。

－ － － B


